
涙なくしては読めない感動の美術の授業！　日本軍「慰安婦」

被害者たちが、絵を描くことを通して自らの傷と向き合い解放

されていく姿を、温かい視点で描いた本。彼女たちが描く心

の叫びが聞こえてくる絵画はどのように描かれ、どのような意

味があったのか。著者はハルモニたちに絵画で自己表現する

きっかけを与えた美大を卒業したばかりの女性。「ナヌムの家」

の門をくぐり、ハルモニたちの心の扉にノックし続け扉が少し

ずつ開けられていく過程を著者の絵とともに編んだ大変貴重な

オールカラーの一冊。
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私は、ハルモニたちとの美術の時間をきちんと締めくくるために、
ハルモニたちと共に過ごした時間、そしてハルモニたちが絵を描いた過程を残すことにした。

ハルモニたちの冗談や笑いが恋しい。
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姜徳景ハルモニは美術の時間に最も情熱的に参加した。ハルモ
ニ自身が気づいていなかった絵に対する興味と好奇心から、絵
を描くことにどっぷりとはまっていった。ハルモニは、自由に空を舞

う鳥に憧れていた。そのせいかハルモニの絵には鳥がたくさん登場する。日
本軍を攻撃するのも、解放の知らせをもたらしてくれるのも、また平和と希望
の象徴としても、鳥を描き入れた。「奪われた純情」や「責任者を処罰せよ」の
ようなハルモニの代表作は、日本軍性奴隷制問題の本質を描き出しており、
無責任な日本政府を強く批判する絵として広く知られている。
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金順徳ハルモニは美術の時間がくると必ず、自分が絵を習うな
んて「牛が笑うよ」と言いながら面白がった。絵に自信がなかった
ハルモニは、自分の絵が気に入らない様子だったが、真面目に誠

実に美術の時間に参加した。その結果、ハルモニだけのシンプルながらも純
朴な雰囲気のラインをつくり出し、「あの時、あの場所で」「連れて行かれる」
「種の供出」といった数々の絵を完成させた。その中でもハルモニの代表作
「咲ききれなかった花」は、年若い頃に日本軍に連れて行かれた被害者たち
を代弁する象徴となり、悲しい美しさと哀切な情緒で大きな感動を与えた。
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李容女ハルモニは大胆で闊達な性格で、絵も迷うことなくダイナミ
ックに描き上げた。観察力もあり、描く対象の特徴をつかむのが
上手だった。ハルモニは絵の才能があったが、ナヌムの家と息子の

家を行ったり来たりしていたので、美術の時間に継続的に参加することはな
かった。初期のデッサンである「自画像」と「連れて行かれる朝鮮の娘」「沐浴
する娘たち」などの作品がある。
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李容洙ハルモニは大邱に住んでいたが、ソウルに来ると美術の時
間に参加した。外向的で社交的なハルモニには、自身の感情を率

直に表現する心象表現の授業がよく合っていた。まめに絵を描くことは
なかったが、最初の心象表現の授業で「私の心、星のように」「虹の赤い私の
唇」「複雑な暮らし」「青春」を続けて描いて他のハルモニたちに大きな影響を
与え、美術の授業を一段階アップさせることに貢献した。
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著者 イ・ギョンシン 이경신

弘益大学絵画科を卒業し1993年から 5年間、ナヌムの家に
暮らす日本軍性奴隷制被害者ハルモニとの美術の時間をとお
して世代を越えた温かい友情を育んだ。内外でハルモニたちの
絵の展示会を開き、日本軍性奴隷制問題を知らせることに一助
した。ハルモニたちとの美術の時間をきっかけに仁荷大学美術
教育大学院で精神疾患患者の美術治療の可能性について学ん
だ。このような経験は自ずと美術の公共的・社会的順機能に対
する関心へとつながり、その後、国内移住女性たちを対象とす
る美術治療授業をおこなってきた。日本軍性奴隷制問題をテ
ーマにした絵を描き、現在も画家として作品を製作し韓国、日
本、ドイツなどで展示会を開いている。
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日朝鮮人「慰安婦」被害者宋神道さんの裁判支援をおこない、
2007年にドキュメンタリー映画『オレの心は負けてない』製作。
現在、日本軍「慰安婦」問題解決全国行動共同代表、戦争と女
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安婦問題』（1992年・三一書房刊）、『もっと知りたい慰安婦問
題』（1995年・明石書店刊）、『オレの心は負けてない』（2007年・
樹花舎刊）など。翻訳書に尹美香著『20年間の水曜日』（2011
年・東方出版刊）。

解説 北原みのり
作家、女性のためのプレジャーグッズショップ「ラブピースクラ
ブ」を運営する（有）アジュマ代表。本書のために 2021年アジュ
マブックススタート。希望のたね基金理事。デジタル性暴力な
どの相談窓口 NPO法人ぱっぷす副理事長。著書に『日本のフ
ェミニズム』（河出書房新社刊）など多数。


